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研究要旨 アデノウイルスの90を超える型が論文報告され、日本におい

ても53、54、56、64、85型が流行性角結膜炎の主要な病原体となって

いる。この3年の期間においてレファレンス活動の成果として79型、81

型および85型を新型として世界に向けて発信し、いずれも論文報告され

た。日本からは90のうち7つの型が報告されており、レファレンス活動

は行政的・学術的に役立っている。 

 

Ａ．研究目的 

アデノウイルス(Ad)は日本において年間

に 100 万人をこえる患者の発生がある。感

染症法における定点把握疾患において、流

行性角結膜炎(EKC)、咽頭結膜熱(PCF)が

Ad により発生し、感染性胃腸炎(下痢症)等

の約 10％は Ad による。Ad の正確な型別

を実施して新型であれば新しい型として明

確化することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 熊本県保健環境科学研究所と共同で、

2008 年度から 2015 年度間に眼科定点の検

体から検出されたHAdVの分離株等を解析

した。 

 

2. 島根県保健環境科学研究所と共同で

HAdV-57 の過去の分離株を調査した。抗

HAdV-57 は市販されておらず、市販されて

いる他の型で反応性を調査した。 

 

3. 千葉県衛生研究所との共同研究で新た

に発見した組換え株(JJID 2014で論文報告

済)を新型と判定されるか検討した。 

 

4. 広島市衛生研究所との共同研究。

HAdV-21 は重症呼吸器を引き起こすこと

で知られているが、日本での検出報告はこ

れまでない。広島市での検出株で HAdV-21

と思われる株を調べた。 

 

5. 横浜市衛生研究所との共同研究により

既に日本で報告されている 2 種類の新型株

を検出した(HAdV-82 および HAdV-85)。フ

ルゲノムの配列を決定した。 

 

6. 福岡県衛生研究所との共同研究により

HAdV-79 を発見して、フルゲノム配列を決



定した。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 熊本県保健環境科学研究所と共同研究

で発見した株は、全塩基配列とその配列解

析により HAdV-85 であることが明らかに

なり、新しい EKC 起因病原体として、今後

も流行する恐れが十分に考えられた。結果

を Journal of Medical Virology で公表した

（地研と感染研の連名）。 

 

2.  島根県保健環境科学研究所と共同で

57 型が 2005 年には既に日本国内に侵入し

ていたことを明らかにした。市販抗血清の

中で 6 型に対する抗血清のみが HAdV-57

と反応することを明らかにし、結果を JJID

で公表した。  

 

3.  千葉県衛生研究所との共同研究で、ペ

ントンベース、ヘキソン、ファイバー領域で

それぞれ HAdV-65、48 および 60 型と最も

配列が近く P65H48F60 として論文報告し

ていた株が HAdV-81 とされた(地研との連

名にて JJID で論文報告済)。 

 

4. 広島市衛生研究所との共同研究で、こ

れまで日本で最初の HAdV-21 の検出であ

ることを確認した。 

 

5. 横浜市衛生研究所との共同研究で、

HAdV-82 および HAdV-85 が全国規模で流

行していることが示唆された。フルゲノム

を決定することが出来た。 

 

6. 福岡県衛生研究所との共同研究により

HAdV-79 を発見し Journal of Medical 

Virology で公表した（地研と感染研の連名）。 

 

 

Ｄ．考察 

日本において、新しい型として HAdV-79、

HAdV-81 および HAdV-85 を新しい型とし

て論文報告した。また、HAdV-57 が日本に

侵入していることも明らかにした。 

日本においては、HAdV-54 が EKC の大

規模流行を 2015～2018 年に引き起こし 4

年連続で大規模な流行がみられた。このよ

うに単一の型が複数年にわたって全国流行

をしたことは珍しく、HAdV-54 は流行しや

すく、かつ重症の EKC を引き起こしやすい

型であることが明らかになった。日本以外

において HAdV-54 の検出報告がない状況

が続いていたが、ギリシャにおいて検出し

たとの報告がみられ世界的な流行が懸念さ

れる。 

地方衛生研究所と共同でネットワークを

介した研究は有益であり、流行性角結膜炎

の起因病原体としての新たな 4 種類の型を

地方衛生研究所と連名で論文報告すること

ができた。 

 

Ｅ．結論 

アデノウイルスの新しい型が流行してい

ることを地方衛生研究所とともに明らかに

することができた。このようなネットワー

クは世界でもまれであり、その有効な活用

が公衆衛生的に役立つものであることを行

政的・学術的に示すことができた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

アデノウイルス54型のアウトブレイク

により非常に多くの流行性角結膜炎患者が

発生した。視力低下などの後遺症も報告さ

れた。病原微生物検出情報(IASR)等で注意

を呼びかけた。 
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27～28日、2017年、長崎市． 

8. 藤本嗣人、花岡希．アデノウイルスレフ
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